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特集　笑顔と元気があふれる椿っ子の育成
～分散型小中一貫教育（チェーンスクール）を活用して～



■
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
と
は

　

徳
島
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
24
年
度
に

鳴
門
教
育
大
学
と
共
同
研
究
を
行
い
、
平
成

25
年
３
月
に
「
徳
島
県
に
お
け
る
今
後
の
人

口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
在
り
方
研

究
」
を
最
終
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
「
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」

と
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
２
つ

の
学
校
教
育
の
か
た
ち
を
「
徳
島
モ
デ
ル
」

と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
校
を
維
持
し
つ

つ
、複
数
の
小
規
模
校
を
チ
ェ
ー
ン
（
連
鎖
・

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち

笑
顔
と

元
気
が
あ
ふ
れ
る

椿
っ
子
の
育
成

特集

～
分
散
型
小
中
一貫
教
育

（
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
）
を
活
用
し
て
～

椿町中学校区小中一貫教育
キャラクター「ツバッキー」

椿小学校・椿泊小学校・椿町中学校の児童生徒、教職員、保護者の皆さん

　
少
子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
よ

り
地
域
の
過
疎
化
が
進
み
、
学
校
の
小
規
模

化
、
学
級
の
少
人
数
化
に
よ
る
教
育
へ
の
影

響
が
全
国
各
地
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
南
市
立
椿
小
学
校
、
椿
泊
小
学
校
、
椿
町

中
学
校
の
３
校
が
位
置
す
る
椿
・
椿
泊
地
区

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
の
児

童
生
徒
数
は
平
成
10
年
に
は
小
中
学
生
合
わ

せ
て
２
０
６
人
で
し
た
が
、
平
成
20
年
に
は

１
０
２
人
と
な
り
、
平
成
28
年
度
は
48
人
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
椿
・
椿
泊
地
区
３
校
は
、
近
隣
の
学
校
か

ら
は
山
を
隔
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
遠
隔

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
理
的

要
因
や
地
域
事
情
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
拠
点
で
あ
る
学
校
の
存
在
意
義
を
踏
ま

え
、
３
校
で
は
学
校
の
統
廃
合
で
は
な
く
、

学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
に
よ

り
学
校
教
育
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
分
散
型
小
中
一
貫
教
育
（
チ
ェ
ー

ン
ス
ク
ー
ル
）
を
活
用
し
、
教
育
の
質
の
保

障
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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系
列
網
）
で
結
ぶ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
各
学
校
の
人
的
・
物
的
資
源
を
相
互

に
活
用
し
な
が
ら
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
、

経
済
効
率
性
と
教
育
多
様
性
を
同
時
に
追
求

し
た
学
校
間
連
携
の
考
え
方
に
基
づ
く
学
校

と
し
て
い
ま
す
。

■
椿
・
椿
泊
地
区
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
を
活
用
し
た
学
校
教
育
の
推
進

　

阿
南
市
立
椿
小
学
校
、
椿
泊
小
学
校
、
椿

町
中
学
校
の
３
校
は
、
平
成
25
年
度
に
文
部

科
学
省
「
小
中
一
貫
教
育
校
に
よ
る
多
様
な

教
育
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
事
業
」
の
研
究

指
定
を
受
け
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
た
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、小
規
模
校
の
課
題
で
あ
る「
集

団
活
動
、
集
団
行
事
の
教
育
効
果
の
低
下
や

協
働
的
な
学
び
の
実
現
の
困
難
さ
」
に
つ
い

て
は
、
こ
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
活
用
に

よ
り
大
き
な
集
団
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
集

団
活
動
・
集
団
行
事
の
実
施
が
可
能
に
な
り
、

多
様
な
学

び
や
ふ
れ

あ
い
を
児

童
生
徒
は

経
験
す
る

こ
と
が
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。「
人

間
関
係
の

固
定
化
」

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も
、
校
種
を
越
え
た

人
間
関
係
の
広
が
り
が
生
ま
れ
、
人
間
関
係

構
築
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・

強
化
に
よ
り
、
校
種
を
越
え
て
他
校
と
情
報

交
換
を
す
る
機
会
が
増
え
た
り
、
教
職
員
間

で
他
校
の
子
ど
も
の
話
題
が
日
常
的
に
出
た

り
す
る
な
ど
、
椿
・
椿
泊
地
区
全
体
の
教
員

と
し
て
、
小
中
一
貫
し
た
９
年
間
の
学
び
を

通
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意
識
が
教

職
員
の
中
に
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
視
点
に
立
っ

た
合
同
学
習
や
合
同
行
事
が
増
加
し
、
小
学

生
が
中
学
校
を
訪
問
し
て
学
習
し
た
り
活
動

し
た
り
す
る
機
会
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と

に
よ
り
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
が
図
ら
れ
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
も

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
新
た
に
文
部
科
学
省
か

ら
「
少
子
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

活
力
あ
る
学
校
教
育
推
進
事
業
」、
徳
島
県

か
ら
「
小
中
一
貫
教
育
（
徳
島
モ
デ
ル
）
推

進
事
業
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
成
果
を
も
と
に
、「
確
か
な
学
力

の
育
成
」、「
社
会
性
・
リ
ー
ダ
ー
性
の
育
成
」、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の
育
成
」、「
判
断

力
・
行
動
力
・
共
助
心
の
育
成
」
の
４
つ
の

柱
を
立
て
、
椿
・
椿
泊
地
区
が
め
ざ
す
児
童

生
徒
像
（
共
通
目
標
）
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
笑
顔
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る

椿
っ
子
」
の
達
成
に
向
け
て
多
様
な
教
育
活

動
を
展
開
し
、
学
校
教
育
の
一
層
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人口減少社会の到来

判断力・行動力・共助心の育成

地震・津波を想定した合同防災訓練の実施
・安全防災意識の向上
や自ら判断し行動する
力、共に助け合う精神
の育成

椿町中学校

椿泊小学校 椿小学校

少人数のデメリットはチェーン機能に
より削減
・相当量の合同学習の実施による、
多様な学びの保障

地域の教育力を積極的に活用
・地域人材の活用、地域の社会施設
との連携による多様な学習活動の実施
・地域の自然環境を生かした豊かな体験活動
の実施

地域の過疎化
少子化

学校の小規模校化
学級の少人数化

地域の特性を生かしながら、小規模校のメリットを最大限に生かし、デメリットを最小限に抑え、小規模校を存続・活性化！

地理的に学校の統廃合が困難

学校の統合により学校教育を維持

少規模校のよさはそのまま活用
・個に応じた指導、きめ細やかな指導
の徹底

確かな学力の育成 ふるさとを愛する心の育成

阿南市椿・椿泊地区

社会性・リーダー性の育成

９年間を見通した小中一貫教育（チェーンスクール） 徳島モデル 椿町バージョン

小規模校の維持・存続 学校教育活動の活性化 地域の活性化 学校を拠点とした地域コミュニティの深まり

分散型小中一貫教育（チェーンスクール）を活用した活力ある学校教育の推進

相当量の合同行事等の計画的な実施
・より大きな集団の中で、気付きや学びの深まり、
人間関係構築力の高まり

学校間ネットワーク
の強化による教育の
質の保障

地域の教育目標の達成 ：ふるさとに誇りを持ち、笑顔と元気があふれる椿っ子

小中合同での学び

笑顔と元気があふれる椿っ子

分散型小中一貫教育（チェーンスクール）を活用した活力ある学校教育の推進
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■
う
み
が
め
学
習

　

地
域
の
蒲
生
田
岬
に
上
陸
・
産

卵
す
る
う
み
が
め
の
観
察
や
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の

方
を
講
師
に
招
き
、
う
み
が
め
の

生
態
や
保
護
に
つ
い
て
児
童
生
徒

が
と
も
に
学
び
ま
し
た
。
環
境
学

習
と
結
び
つ
け
た
う
み
が
め
学
習

を
通
し
て
、
郷
土
の
自
然
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
防
災
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ

　

３
校
の
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教

職
員
が
参
加
し
、毎
年
地
域
を
変
え

て
実
施
し
て
い
ま
す
。児
童
生
徒
と

保
護
者
に
よ
る
混
合
班
で
、避
難
場

所
等
の
確
認
を
し
た
り
、防
災
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
し
な
が

ら
地
域
を
歩
き
、防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
学
習

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を

講
師
に
招
き
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
伝
統
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
、

ふ
る
さ
と
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
方
の
話
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域

を
深
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
も
つ
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

■
防
災
教
育
・地
震
体
験
車

体
験

　

避
難
時
の
心
構
え
や
緊
急
時
の

ロ
ー
プ
の
使
い
方
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
地
震
体
験
車
で
は
震

度
７
な
ど
の
強
い
揺
れ
を
体
験
し

ま
し
た
。
地
震
の
恐
ろ
し
さ
や
、

地
震
が
起
き
た
と
き
の
対
応
、
地

震
に
対
す
る
備
え
の
大
切
さ
な
ど

を
と
も
に
学
び
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験

　

地
域
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、椿
小
・
椿
泊
小
合
同
で
米
作
り

体
験
を
し
ま
し
た
。田
植
え
や
稲
刈

り
の
体
験
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち

は
生
産
者
の
苦
労
を
学
び
ま
し
た
。

収
穫
し
た
お
米
は
学
校
で
児
童
が

調
理
し
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。食
育
と
結
び
つ
け
、食
べ
物
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

ふるさとを愛する心の育成

判断力・行動力・共助心の育成

うみがめの大きさや重さを実感

田植え体験
地域の歴史や名跡についての学び

小中合同でオリエンテーリング

防災に関するクイズを解答中ロープの結び方を学習
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笑顔と元気があふれる椿っ子

■
小
中
合
同
体
力
テ
ス
ト

　

椿
小
学
校
・
椿
泊
小
学
校
の
全

校
児
童
が
椿
町
中
学
校
に
集
ま

り
、
中
学
生
も
交
え
て
異
学
年
の

縦
割
り
班
で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
と
っ
て
は

同
年
代
の
児
童
と
の
交
流
の
機
会
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
リ
ー
ダ
ー
性

を
育
む
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
椿
・
椿
泊
町
合
同
運
動
会

　

保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

地
域
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
毎

年
９
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
合
同
種
目
で
は
小
中
の
交
流

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、準
備

や
運
営
な
ど
多
く
の
役
割
を
小
中

学
生
が
担
い
、地
域
の
人
々
と
の

関
わ
り
の
中
で
社
会
性
を
育
む
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
前
授
業

　

教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
、
小
・

中
学
校
教
員
が
相
互
に
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
よ
り
専
門
的
な
学
び
を

得
ら
れ
、
ま
た
教
員
に
と
っ
て
は

地
域
の
教
員
と
し
て
の
意
識
の
向

上
や
児
童
生
徒
理
解
の
深
ま
り
、

小
中
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
取

組
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ

　

世
の
中
の
出
来
事
に
対
す
る

様
々
な
考
え
を
知
っ
た
り
、
考
え

を
深
め
た
り
、
情
報
を
吟
味
し
た

り
す
る
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
聞
記
事
の
作
成
に
も
取
り
組

み
、
小
中
学
生
が
協
力
し
て
作
り

上
げ
た
記
事
は
新
聞
に
掲
載
さ

れ
、
県
内
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

■
椿
支
部
人
権
教
育
研
究
大
会

　

地
域
全
体
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
参
加
し
て
毎
年
冬
に
公

民
館
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
ポ
ス
タ
ー
や
人
権
標
語
の
展
示

と
と
も
に
、
小
・
中
学
生
に
よ
る

人
権
発
表
を
行
い
、
地
域
へ
の
人

権
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
で
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育
ん
で

い
ま
す
。

■
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
活

用
し
た
取
組

合
同
学
習

　

小
学
校
合
同
や
小
中
学
校
合
同

で
、児
童
同
士
、ま
た
児
童
生
徒
が

と
も
に
学
ぶ
合
同
学
習
を
頻
繁
に

実
施
し
て
い
ま
す
。多
様
な
学
習

形
態
に
よ
り
学
習
活
動
が
活
性
化

し
、学
び
の
広
が
り
や
深
ま
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
児
童

生
徒
・
教
員
の
交
流
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

■
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か

し
た
取
組

　

小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
、

一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
し
っ
か

り
と
目
を
配
り
な
が
ら
、個
別
指

導
の
充
実
な
ど
、き
め
細
や
か
な

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

確かな学力の育成

社会性・リーダー性の育成

個に応じた指導

中学校教員による小学校への
出前授業

小中学生が協力して体力測定

小中合同種目椿泊小学校児童による人権発表

5　広報あ な ん 2016.08



チェーンスクール　教育現場の声
　ふれあい防災オリエン
テーリングをした時、中
学生が私たちをリードし
てくれました。私たちに
歩くスピードを合わせてく
れたり、クイズの答えを
聞いてくれたり、みんな
で協力してできました。
最後の難しい問題も一緒
に答えを考えて正解でき
たので、うれしかったです。来年もしたいです。
そして、ほかの小中一貫の活動でも、みんな
で協力し合って、仲良くなっていきたいです。

藤目 心海さん
（椿泊小学校５年）

　小中一貫教育を活用し
た取組が実施された日に
は、家に帰ってきてうれ
しそうに話をしてくれる
子どもの姿を見て、小中
一貫教育は小規模校のメ
リットを生かした最高の
取組であると感じていま
す。椿・椿泊地区の子ど
もたちが義務教育の期
間、全員が楽しく仲良く、良い思い出をたく
さん作って町外の高校に向けて旅立ちができ
ることが重要だと思います。

八原 幸生さん
（椿小学校ＰＴＡ会長）

　椿・椿泊地区の運動会
はとても楽しいです。椿
泊の友達とは一緒に綱引
きをしたり、名前を呼び
合ったりし、とても仲良
くなりました。また中学
校の人とも一緒に競技を
しました。その時は中学
生が優しく教えてくれま
した。この椿泊小と中学
校との合同運動会が、いつまでも続いてほし
いです。また、伊島小との交流も楽しいです。

坂崎 さくらさん
（椿小学校６年）

　小規模校のメリットを
最大限に生かした取組
が、地域の活性化につな
がればという思いで３校
が取り組んでいます。以
前より、児童・生徒が自
らの意見を考え、気持ち
をしっかりと発言できる
機会が増えました。テレ
ビ会議システムの導入に
より、移動時間も短縮されました。今後も全
力で地域・家庭に向けて「笑顔と元気」を発
信していきます。

清水 佳子さん
（椿町中学校教員）

　さまざまな考えに触れ
ることのできる合同授業
は、子どもたちにとって
考えを広げることのでき
る良い機会となっていま
す。また、テレビ会議シ
ステムを用いて、朝の活
動の時間や休み時間など
授業のほか、簡単に交流
することができていま

す。今後はこれらをより積極的に活用し、小
中間の交流を深めていきたいと考えていま
す。

多田 幸司さん
（椿泊小学校教員）

　私が小中一貫教育の取
組で楽しいと感じること
は、普段交流があまりな
い小学生たちと触れ合え
ることです。小中合同体
力テストや、運動会など
中学校の校庭でしかでき
ないことも、合同でやれ
ば、より大規模な人数で
できます。また、昨年に

導入されたテレビ会議システムにより、小中
合同の活動の幅の広がりに期待しています。

出崎 世奈さん
（椿町中学校３年）
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■
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

の
活
用

　

合
同
学
習
や
児
童
生
徒
間

交
流
を
行
う
際
に
、児
童
生

徒
の
移
動
や
教
員
の
打
ち
合

わ
せ
に
か
か
る
時
間
の
確
保

が
ひ
と
つ
の
課
題
で
す
。テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
で
、各
校
に
い
な

が
ら
合
同
学
習
や
児
童
生
徒

間
交
流
、教
職
員
の
打
ち
合

わ
せ
や
会
議
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、取
組

の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

体
会
議
で
は
目
標
や
取
組
内

容
に
つ
い
て
の
協
議
や
共
通

理
解
を
行
い
、
円
滑
な
研
究

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
研
究
推
進
組
織
の
構

築・強
化

　

校
長
部
会
、
教
頭
部
会
、
教

務
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
会

等
を
組
織
し
、
機
能
的
な
研
究

推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
推
進
会
議
で
は
大
学
教

授
、
教
育
委
員
会
関
係
者
等
を

招
き
、
指
導
助
言
を
受
け
な
が

ら
研
究

の
方
向

性
に
つ

い
て
確

認
を
し

て
い
ま

す
。
全

チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の

充
実
に
向
け
て

テレビ会議での小中学生の交流

教職員の打ち合わせ
校長部会

事業推進に向けての協議

校長部会

教頭部会

教務・コーディネーター部会

推進会議
（各校長・各教頭・各教務主任

・各小中一貫教育コーディネータ－）

全体会議
（各校長・各教頭・各教務主任

・各小中一貫教育コーディネータ－・各校教職員）

阿南市
教育委員会

徳島県
教育委員会

椿公民館

各校ＰＴＡ

鳴門
教育大学

文部科学省

研究推進組織

教科部会
・各教科小部会

教科外部会
・道徳・特別活動等小部会

各校学校
評議員

「
み
ん
な
の
椿
町
」

作
詞
　
椿
・
椿
泊
地
区
の
子
ど
も
た
ち

作
曲
　
堀
内
　
佳

　
こ
の
歌
は
平
成
26
年
度
に
児
童
生
徒
が
合
同
で
作
っ

た
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
す
。
歌
詞
の
１
番
を
椿

小
学
校
、
２
番
を
椿
泊
小
学
校
の
児
童
が
「
地
域
の
よ

い
と
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
作
詞
し
、
３
番
は
椿
町
中
学

校
の
生
徒
が
「
ふ
る
さ
と
と
自
分
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

作
詞
し
ま
し
た
。
合
同
学
習
や
地
域
の
行
事
の
機
会
に
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

（
１
番
）
真
っ
赤
に
咲
く
よ

　
椿
花

　
　
　
　
氷
魚
ぴ
ち
ぴ
ち

　
椿
川

　
　
　
　
ウ
ミ
ガ
メ
く
る
よ

　
蒲
生
田
の
浜
に

　
　
　
　
朝
日
か
が
や
く

　
明
神
山
の

　
　
　
　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
夢
の
せ
て

　
　
　
　
元
気
い
っ
ぱ
い

　
椿
っ
子

（
２
番
）
椿
泊
の
　
青
い
海

　
　
　
　
大
漁
旗
に
　
あ
こ
が
れ
て

　
　
　
　
大
き
な
海
を
　
進
む
海
の
子

　
　
　
　
船
だ
ん
じ
り
に
　
水
中
花
火

　
　
　
　
木
造
校
舎
　
佐
田
神
社

　
　
　
　
み
ん
な
僕
ら
の
　
宝
物

（
３
番
）
生
ま
れ
育
っ
た
　
ふ
る
さ
と
は

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
椿
町

　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
豊
か
な
自
然

　
　
　
　
人
か
ら
人
へ
と
　
伝
え
る
文
化

　
　
　
　
光
が
照
ら
す
　
僕
ら
の
未
来

　
　
　
　
こ
の
町
ず
っ
と
　
こ
の
胸
に 

笑顔と元気があふれる椿っ子
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上
級
救
命
講
習
の

受
講
者
募
集

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
４
日
㈰
～
10
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
、
上
級
救
命
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
応
急
手

当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
）
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

上
級
救
命
講
習　
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象
者　
市
内
在
住
の
中
学
生
以

上
、
ま
た
は
市
内
勤
務
の
方

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防

本
部
（
☎
22

－

１
１
２
０
）
へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬申
請
方
法　
申
請
書
（
総
務
課
備

え
付
け
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
程
度
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校
専
攻

科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
８
人
程
度

そ
の
他　
若
者
の
定
住
促
進
を
目

的
と
し
て
、
卒
業
後
の
償
還
期
間

中
に
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

に
対
し
て
、
減
免
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ
ヤ
ー
あ
れ
こ
れ 

～

　

今
月
は
、
第
31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
は
、
８
月

５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
。

開
催
地
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
地
球
儀

で
見
る
と
日
本
の
反
対
側
に
位
置

す
る
南
半
球
の
国
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

夏
季
大
会
の
開
催
地
は
北
半
球
が

ほ
と
ん
ど
で
、
南
半
球
で
の
開
催

は
、
１
９
５
６
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
、
２
０

０
０
年
に
同
じ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
次
い
で
、

３
大
会
目
と
な
り
ま
す
。
ア
フ
リ

カ
大
陸
で
は
、
ま
だ
一
度
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
５
つ
の
輪
が
重
な
り
合
う
五

輪
の
マ
ー
ク
は
、
世
界
の
５
大

陸
（
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
）
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
マ
ー
ク
の
色
は
、
左
か
ら

青
、
黄
、
黒
、
緑
、
赤
の
５
色
と

背
景
の
白
色
の
計
６
色
で
世
界
の

国
旗
の
ほ
と
ん
ど
を
描
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
こ
の

色
を
使
い
、
５
つ
の
重
な
り
合

う
輪
は
、
世
界
平
和
へ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
男
爵
で
す
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
参

加
す
る
こ
と
に
こ
そ
意
義
が
あ

る
」
と
い
う
言
葉
が
有
名
で
す

が
、
こ
れ
は
、
彼
の
言
っ
た
言

葉
で
な
く
、
１
９
０
８
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
際

に
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
主
教
で
あ

る
エ
セ
ル
バ
ー
ト
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
氏

が
、
ア
メ
リ
カ
の
選
手
た
ち
に
対
し

て
語
っ
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
男
爵
は
こ
の
言
葉
に
感
銘

し
、
晩
餐
会
の
席
上
で
引
用
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
た
ち
ま
ち
彼
の
名
ス

ピ
ー
チ
と
し
て
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
は

こ
の
席
で
、「
自
己
を
知
る
、
自
己

を
律
す
る
、
自
己
に
打
ち
克
つ
、
こ

れ
こ
そ
が
ア
ス
リ
ー
ト
の
義
務
で
あ

り
、
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と

も
語
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
ひ
と

か
ど
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
後
に
は
、
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
10
月

10
日
、
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
東

京
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
夜
ま
で
の
激
し
い
雨
が
あ
が
り
、

全
国
民
が
あ
っ
と
驚
く
ほ
ど
の
好
天

気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
〝
奇
跡
の

日
本
晴
れ
〟
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
世
界
の
平
和
の
祭
典
に
全
国

民
が
歓
喜
し
、
復
興
日
本
の
悲
願
の

達
成
を
実
感
し
た
の
で
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
夢
と
希
望
と
感

動
は
、
人
間
が
生
み
出
し
た
英
知
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
期
間
延
長
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
、
申
請
期
間
を
延

長
し
ま
し
た
の
で
、
申
請
書
が
届

い
て
い
る
方
は
期
限
ま
で
に
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
９
月
１
日
㈭
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

ご
注
意　
添
付
書
類
が
そ
ろ
わ
な

い
と
給
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
さ
れ
る
方
は
申
請
書
に
添
付

が
必
要
な
書
類
（
本
人
確
認
書
類

お
よ
び
口
座
確
認
書
類
）
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

支
給
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
で
す
。

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
年
齢
が
満
65
歳
以
上
で

あ
る
こ
と

▼
同
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と(

施
設
入
所
ま
た

は
長
期
入
院
等
を
除
く)

▼
老
衰
等
の
た
め
３
カ
月
以
上
ね

た
き
り
状
態
に
あ
り
、
今
後
も

そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

▼
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
３
か

ら
要
介
護
５
ま
で
で
あ
る
こ
と

ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

支
給
金
額　
６
０
０
０
円
（
年
１

回
）

申
請
方
法　
８
月
12
日
㈮
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

介
護
・
な
が

い
き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

第
３
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　
８
月
23
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

演
題　
「
出
会
い
と
表
現
～
あ
る

こ
と
を
な
い
こ
と
に
し
な
い
～
」

講
師　
絆
創
膏
の
会　

大
湾 

昇

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
８
月

15
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と

連
携
・
協
力
し
た
人
権
啓
発
活
動

　

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

試
合
当
日
に
、
人
権
啓
発
活
動
と

し
て
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
３
日
㈬　

午
後
５
時

～
（
午
後
６
時
試
合
開
始
）

※
観
戦
に
は
別
途
入
場
券
が
必
要

で
す
。
な
お
、
試
合
中
止
の
場
合

は
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
し
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
夫
が
病
気
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夫

の
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不

安
で
す
。
な
に
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

国
民
年
金
加
入
中
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支

え
ら
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
、
子

が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
（
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
20

歳
ま
で
の
間
）、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
納
付
済
期
間

（
免
除
期
間
含
む
）
が
３
分
の

２
以
上
ま
た
は
直
近
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

平成28年熊本地震への災害義援金のお礼
熊本地震の被害に際し、市内19カ所に募金箱を設置し、受
付いたしましたところ、多くの皆さまから温かいご協力をい
ただきました。皆さまのご支援・ ご協力に心からお礼を申
し上げるとともに、感謝の気持ちを込めてお名前を公表させ
ていただきます。（順不同・敬称略）

中村カガヱ／ＲＯＣＫＡ／多田健一／新野竹林コンサート実
行委員会／大正琴クラブ「さざ波会」／原田聡／阿波古事記
研究会／富岡児童クラブ／阿南市セニヤクラブグランド・ゴ
ルフ部・阿南市グランド・ゴルフ協会／脳トレいきいきサロ
ン／長岡協議会／さつき会／阿南市教育集会所連絡協議会／
富岡西高等学校生徒会教職員一同／新野高等学校／戸根悠資
／加茂谷鯉祭り実行委員会／山口町田野傍示／阿南市人権教
育協議会／阿南市阿波踊り振興連盟／阿南第一中学校／長生
全町運動会／メグミフーズ㈱／翔カラオケ愛好会／羽ノ浦野
神傍示運営会／（公社）阿南市シルバー人材センター／羽ノ
浦公民館サークル・職員一同／阿南市社協有志

災害義援金の受付期間の延長について
義援金の受付期間が延長になりましたのでお知らせします。
受付場所　市役所、各支所、各住民センター、富岡公民館、中
野島公民館、宝田公民館、見能林公民館、社会福祉協議会
※募金箱の設置は市役所および社会福祉協議会の２カ所で、

それ以外の場所では設置しておりませんので、窓口までお
申し出ください。

※領収証が必要な方は、受付窓口に申し出てください。
受付期間　平成29年３月31日㈮まで

問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）または
　　　　　　　社会福祉協議会（☎23−7288）へ
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特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

障
害
児
福
祉
手
当
等
の
受
給
者

は
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手

当
等
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
所
得
や
養
育
の
状
況
な
ど
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在

支
給
停
止
中
の
人
も
、
前
年
分
所

得
に
よ
っ
て
は
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
12
日
㈮
～
９
月

９
日
㈮

受
付
場
所　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
追
加
申
請
）
を
受
付

　

平
成
28
年
度
、
29
年
度
に
市
が

発
注
す
る
物
品
購
入
等
の
指
名
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、｢
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
１
月
12
日

か
ら
２
月
10
日
ま
た
は
、
４
月
１

日
か
ら
４
月
28
日
の
間
に
申
請
さ

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

稲
刈
り
後
の
田
の
耕
起
に
つ
い
て

　

稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
を
田
ん
ぼ

に
放
置
し
て
お
く
と
、
大
雨
や
台

風
時
の
雨
水
と
と
も
に
水
路
に
流

れ
込
み
、
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、

漁
港
や
漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に

稲
わ
ら
が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発

生
し
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
、
稲
刈
り
後

は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
転

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

平
成
28
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
に
つ
い
て

試
験
期
日　
10
月
27
日
㈭

願
書
受
付
期
間　

８
月
22
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

受
験
案
内
配
布
期
間　

９
月
９
日
㈮
ま
で

※
徳
島
県
教
育
委
員
会
お
よ
び
文

部
科
学
省
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

平
成
28
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」に
係
る

申
請
者
の
追
加
募
集

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
新
規
就

農
者
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
独
立
就

農
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
、
最
長
５
年
間
給
付
金
を
給
付

す
る
事
業
へ
の
申
請
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
す
方

申
請
方
法　
農
林
水
産
課
備
え
付

け
の
申
請
書
類
に
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
、
承
認
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
26
日
㈮

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

救急安心カードは、氏名、生年月日、血液型、かか
りつけの病院などを書いておくカードです。いざと
いう時に救急隊員が迅速・的確に救急医療活動がで
きます。
家族のため、自分自身のためにも「救急安心カード」
を記入し、外出時にも携行しましょう。
※記載内容に更新があった場合は、書き換えましょう。
配布場所　消防本部、南出張所、西出張所、

保健センター
（阿南市消防本部のホームページからも印刷できます。）

問い合わせは　消防本部（☎22−1120）へ

備えよう！「救急安心カード」

ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れた後に、
同じ有効成分を使って作られ、新薬と同等の効果・効
能を厚生労働省から承認されている医薬品です。
徳島県後期高齢者医療広域連合では、現在処方されて
いる新薬をジェネリック医薬品に切り換えた場合に、
自己負担額がどれくらい軽減できるのか、その一例を
お知らせする通知を９月下旬に送付します。通知対象
者は、本年５月に医療機関で新薬を処方され、ジェネ
リック医薬品に切り換えた場合に自己負担額が大きく
軽減される方となります。
なお、すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは
限りませんので、試してみたいとお考えの方は、医師
や薬剤師にご相談ください。
問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局
事業課（☎088−677−3666）へ

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します
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児童扶養手当についてのお知らせ
問い合わせは　こども相談室（☎22－1677）へ

該当者の方には「現況届お知らせ通知書」を送付しますので、必要書類を添えて期間内に提出してください。
提出時は面接による受付となります。窓口混雑回避のため、地区割りで受付日を設定していますのでご協力
ください。
提出期間　８月１日㈪～31日㈬　　　提出場所　こども相談室（第２仮庁舎２階）
※提出に必要なもの、くわしい日程等は「現況届お知らせ通知書」をご確認ください。
※提出期間中、ハローワークによる臨時相談窓口を設けていますのでご利用ください。

児童扶養手当現況届を提出してください

平成28年８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、児童扶養手当の第２子の加算額および
第３子以降の加算額が変更されます。

加算額の増額の目的と内容（平成28年８月から）
ひとり親のご家庭は、子育てと生計を１人で担わなければならず、生活上のさまざまな困難を抱えていま
す。特に子どもが２人以上いるひとり親のご家庭は、より経済的に厳しい状況にあるため、第２子の加算
額と第３子以降の加算額を増額することにしました。 
また、今回は特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点を置いた改善を目的としているため、
それぞれのご家庭の所得に応じて加算額が決定されます。

物価スライド制の導入（平成29年４月から）　
物価スライド制とは、物の価格の上がり下がりを表した「全国消費者物価指数」に合わせて、支給する額
を変える仕組みです。子どもが１人の場合の手当額には、すでにこの物価スライド制を導入していますが、
子どもが２人以上の場合の加算額にも平成29年４月から導入します。

子どもが１人の場合　　全部支給：42,330円
　　　　　　　　　　 一部支給：42,320円～9,990円（所得に応じて決定されます）
子ども２人目の加算額
　　定額5,000円　→ 全部支給：10,000円
 一部支給：9,990円～5,000円（所得に応じて決定されます）
子ども３人目以降の加算額（１人につき）
　　定額3,000円　→ 全部支給：6,000円
 一部支給：5,990円～3,000円（所得に応じて決定されます）

児童扶養手当の月額（平成28年８月から）

平成28年８月分から加算額が増額されますが、平成28年８月から同年11月分は、４カ月分の児童
扶養手当の支給月である平成28年12月に支払われます。 

増額の支払月

加算額が、増額されます。
【 第 ２ 子 】月額5,000円→最大で月額１万円に
【第３子以降】月額3,000円→最大で月額6,000円に

平成28年８月から

物価スライド制を導入します。
物価の上下に合わせて支給額が変わる

「物価スライド制」を、児童扶養手当
の加算額にも導入します。

平成29年４月から

児童扶養手当の加算額が変わります
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和
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り
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分
間
の
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と
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昭
和
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年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世

界
を
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い
、
家
庭
や
職
場
お
よ
び

地
域
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
ょ
う
。

広
島　
８
月
６
日
㈯

　
　
　

午
前
８
時
15
分

長
崎　
８
月
９
日
㈫

　
　
　

午
前
11
時
２
分

終
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８
月
15
日
㈪　
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午

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
課

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
の
申
請
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つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
（
短
期
入
所
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含
む
）の
居
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費
・
食
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の
負
担
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は
、
世
帯
全
員
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別
世
帯
の
配
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者
も
含
む
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が
市
民
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非
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税
か

つ
、
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貯
金
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が
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１
０
０
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万
円
、
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婦
で
２
０
０
０
万
円
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下
の
方
を
対
象
に
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額
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す
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該
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方
は
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介
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な
が
い
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課
の
窓
口
で
申
請
し
て
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だ
さ
い
。
現
在
、
認
定
証
を
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付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
８
月
以
降

引
き
続
き
減
額
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

介

護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７

９
３
）
へ

阿
南
警
察
署
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よ
り

大
雨
や
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風
に
備
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て

　

大
雨
や
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風
は
、
毎
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大
き
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災
害
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ら
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。
し
か

し
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身
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防
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よ
り
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然
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り
、
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す
る
こ
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す
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風
雨
が
強
い
時
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む
や
み
に
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へ
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
宅
等
に
い
る
際
、
危

険
を
感
じ
た
り
、「
避
難
指
示
」

等
が
出
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避

難
が
で
き
る
よ
う
避
難
場
所
へ
の

道
順
、
避
難
指
示
の
認
知
方
法
を

確
認
し
、
日
頃
か
ら
非
常
持
出
袋

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

216件（1,221）
1人（    3）
31人（164）

救急 件　数
搬送人員

276件（1,697）
266人（1,650）

火災 件　数
損害額

4件（  21）
6,140千円（12,736千円）

●阿南署管内平成28年６月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

同和問題をはじめとする女性の人権、子どもの人権、高齢者の人権、
障がい者の人権など、さまざまな人権問題の解決をめざす啓発活動
の一環として人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集します。

応募資格　阿南市民、阿南市内の事業所に勤務する人（以下「企業」
という）、阿南市内の学校に通学する児童・生徒

応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門 ②小学校特別支援
学級・支援学校小学部低学年（１･ ２年）部門③中学年

（３･ ４年）部門④小学校特別支援学級・支援学校小学
部中学年（３･ ４年）部門⑤小学校高学年（５・６年）
部門⑥小学校特別支援学級・支援学校小学部高学年（５
･ ６年）部門

【中学校】⑦中学校部門⑧中学校特別支援学級・支援学
校中学部部門

【高等学校】⑨高校・高専部門 ⑩支援学校高等部部門
【一般】⑪市民（企業・ＰＴＡ会員を含む）部門

応募規定　作品は自作、未発表で、ほかに応募していないものに限
ります。また、共同で制作した作品は応募できません。
標語・ポスター・作文ともに、１人につき各１点までの
応募とさせていただきます。所定の応募総括表と応募用
紙に記入のうえ、ご応募ください。ポスターは、四つ切
り画用紙を使用してください。作文は 400 字詰原稿用
紙を使用してください。小学生は３枚程度（低学年は２
枚程度）、それ以外の方は４枚程度とします。ポスター・
作文ともに、応募要項を参照のうえ、所定の用紙に記入
し、ご応募ください。
※応募用紙等は人権・男女参画課にあります。また、市

ホームページからダウンロードできます。
募集期間　９月５日㈪　15:00（必着）
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、最優

秀・特選については、本人または、学校、企業等の人は
所属する団体に通知します。

表 彰 等　最優秀および特選に選ばれた作者には、人権フェスティ
バルで開催する表彰式で賞状および賞品の贈呈を行う予
定です。また、人権作文の最優秀作品は表彰式当日に発
表していただく予定です。なお、最優秀・特選作品は、
市ホームページで紹介するほか、人権フェスティバル等
での展示、人権教育・啓発資料や物品等に活用させてい
ただきますので留意のうえ応募ください。

提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人権啓発標語・ポスター
および人権作文を募集

災害が発生または発生する恐れがある場合などに、阿南市が避難勧
告などの緊急情報を携帯電話に配信する「緊急速報メール」の訓練
配信を行います。
配信対象　
NTTドコモ、KDDI（au)、ソフトバンクの対応機種
配信の件名　緊急速報メール訓練配信
配信エリア　阿南市内（通勤者、旅行者等を含む）
※マナーモードでも着信音が鳴る場合があります。
※気象状況により配信を中止する場合があります。
問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ

12：30

8
24㈬ 「緊急速報メール」の

訓練配信を実施
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問い合わせおよび申し込み

阿南市商工観光労政課　宛て ☎22－3290　FAX22－0075
メールアドレス：shoukou@city.anan.tokushima.jp

※お寄せいただいた個人の情報は、本講座限りとします。

希望する
受講日時 （第１希望）　　　　　（第２希望）

住　所

連絡先 －　　　　－

氏　名

★講師は、産経新聞社グル―プおよび協力会社の記者、編集者の方々です。未経験の方にも
安心した書き方指導を行ってくれます。

★準備の都合上、８月15日㈪　17:00までにお申し込みください。
　　　（９月の説明会の参加希望の方は、８月31日㈬までにお申し込みください。）

10月開講予定の「プロライター育成講座」説明会をします。

今、国を挙げて、ICT（情報通信技術）を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方として、
「テレワーク」の活用が推進されています。
阿南市でも、このたび就労機会の創出と女性の活躍推進に向けて、テレワークによるプロライター育
成講座の実証実験に取り組むことになりました。
育成講座を受講することで、プロとしての書き方の基本が学べて新たな収入が得られるチャンスが生
まれます。受講後もフォーローアップ研修が受けられ、さらなる文章力アップが図られます。この講
座の最大の特徴は受講された方の文章力に応じて、産経新聞社グループから仕事の依頼が保証されて
いることです。
つきましては、次の日程において説明会を開催しますので、参加ご希望の方は下記までお申し込みく
ださい。

プロライター育成講座のお知らせ

９月11日㈰～12日㈪も同時刻での開催があります。
※各回とも10人程度の受講者を募集しています。集中した希望がありましたら、調整させ

ていただく場合があります。

※セミナー終了後、個別相談およびベーシック講座の申込受付をします。

平成28年度阿南市サテライトオフィス＆テレワーク実証実験事業

８月28日㈰　第１回　14:00～15:00
第２回　16:00～17:00

８月29日㈪　第３回　10:00～11:00
第４回　14:00～15:00
第５回　16:00～17:00

開催日時

阿南市商工業振興センター１階
（ＪＲ阿南駅東口側）

開催場所
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平成28年度  阿南市体育祭のお知らせ
競　　技　　名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス
 8/22

南部健康運動公園
 8/ 1 中学校の部

 9/18  9/ 5 一般（高校生含む）・シニアの部

硬 式 テ ニ ス

 9/11

南部健康運動公園

 9/ 2 高校生・ダブルス

10/29  9/24
10/21

シニア
小学生・中学生

11/20 11/11 クラブ対抗
12/ 4 11/25 シングルス

バ ド ミ ン ト ン  8/28 スポーツ総合センター  8/12 市内在住または通勤・通学者
水 泳  8/21 サンアリーナ温水プール  8/12 小学生・中学生・高校生・一般

ソ フ ト ボ ー ル  9/25
10/ 2 小勝緑地グラウンド  9/12 一般男子・レディース

サ ッ カ ー 10/1・2 富岡小学校グラウンド 小学生（阿南市サッカー協会に所属するチーム）
剣 道  10/ 2 阿南市武道館  9/16 小学生・中学生・高校生
バ レ ー ボ ー ル  9/ 4 スポーツ総合センター  8/22 14 地区体協対抗（男・女）
相 撲 10/ 9 阿南第一中学校相撲場  9/ 9 阿南市内小・中学生および連盟が推薦する者
ゲ ー ト ボ ー ル  9/19 那賀川 B&G 海洋センター 協会加入の各団体（クラブチーム）
柔 道  9/ 4 阿南市武道館  8/28 幼児・小学生・中学生・高校生・一般
陸 上  9/ 3 阿南工業高等専門学校  8/19 小学生・中学生・高校生・一般・マスターズ
民踊・フォークダンス  9/10 文化会館　研修室 阿南市民踊愛好者

軟 式 野 球  8/28
 9/ 4

阿南市民グラウンド（新野町）
南部ふるさとふれあい運動公園
ＪＡアグリあなんスタジアム

 8/20 一般・壮年（14 地区体協対抗）

卓 球  9/25 スポーツ総合センター  9/15 阿南市内在住または通勤・通学者
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  9/4・11 那賀川スポーツセンター  8/26 協会加入の各団体および招待チーム
グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 10/ 4 橘港中浦緑地  9/14 協会会員
ホ ッ ケ ー 10/23 阿南工業高校ホッケー場 10/17 小学生・中学生・高校生・一般チーム
体 操 12/18 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生
弓 道 10/30 那賀川 B&G 海洋センター  9/25 高校生（３年生まで）・一般
バ ウ ン ド テ ニ ス  9/10 スポーツ総合センター  9/ 7 市内在住または通勤・通学者
ス ケ ー ト ボ ー ド  9/18 阿南市スケートボード場 当日受付 スケートボード愛好者
歩 こ う 会  9/17 阿南市内（夢ホール集合、阿南駅解散） 当日受付 約８㎞を歩ける方

銃剣道、ラグビーフットボールは都合により中止。 問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○四国アイランドリーグプラス公式戦
3日㈬　18:00〜　徳島対香川
24日㈬　18:00〜　徳島対愛媛

○西日本医科学生総体野球競技
６日㈯　9:00〜

○大阪市立大学　夏季合宿
７日㈰〜13日㈯　8:30〜

○少年野球桑野大会
14日㈰、15日㈪、17日㈬
8:30〜17:00

○阿南市高校新人交流戦
18日㈭、19日㈮　9:00〜

○マスターズ甲子園2016徳島大会
20日㈯　9:00〜

○野球のまち阿南紅白対抗長時間野球大会
27日㈯　9:00〜22:00
28日㈰　6:00〜21:00

大地震から命を守る室内用耐震シェルターの普及促進活動の一環とし
て、本年７月、長生町西方464番地４に、「耐震シェルター展示場」
がオープンしました。「耐震シェルター」とは、住宅内の一部に木材
等で強固な箱型の空間を作り、安全を確保するものです。
同展示場に実物を常設していますので、「耐震シェルター」に興味が
ある方、自主防災組織での視察研修等で活用したい方など、どなたで
も無料で自由に見学できますので、ぜひご利用ください。
☆見学時間（営業時間）：９:00〜17:00（不定休・要予約）
※ご来場の際は事前に下記までご連絡いただきますようお願いします。
問い合わせは　耐震シェルター展示場担当者：武田（☎0120−061−
771）または住宅・建築課住まいの安全・安心係（☎22−3431）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

８月の日程
長生町に「耐震シェルターの展示場」がオープン!
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■展示コーナー　10:00〜20:00

※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。
○川の風景　〜14日㈰まで
○樹脂粘土で作った小さな花　16日㈫〜28日㈰
○パステルアート展　30日㈫〜９月11日㈰

■体験コーナー

○樹脂粘土でかわいいチューリップを作りましょう
20日㈯　13:00〜15:00

【申込締切日】18日㈭
【参加費】300円　【定員】20人
【持参物】なし

○親子ネイリスト体験
27日㈯　13:00〜15:00

【申込締切日】26日㈮
【参加費】1,000円　【定員】親子５組
【持参物】なし

問い合わせは　
阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

８月の催し

●教育長報告
　①6月議会の報告
　②学校訪問について
　③市中学校夏季総合体育大会について
●子ども・子育て支援法附則第９条に規定する事項の経過措

置に関する要綱について（学校教育課）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

阿南市学校保健会・講演会のお知らせ
次のとおり、講演会を開催します。
多数ご参加ください。
日時　８月４日㈭　14:15〜15:30
場所　文化会館２階　研修室
講演　「児童・生徒の健康診断とスポーツ障害」
講師　徳島大学脊椎関節機能再建外科学
　　　特任助教　高砂智哉さん
※入場無料
問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

６月定例会（６月21日開催）で、次の内容
について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

私が阿南市、特に加茂谷に来ることを決めた大きなきっかけは、昨年９月
半ばから65日間かけて四国の88箇所霊場と別格20霊場、その他の主要観
光地を歩いて回ったことでした。自分の足で歩いて、自分の目で四国中を
見て回った時に特に「良い感じの地域だな」と肌で感じたのが、鶴林寺か
ら太龍寺、平等寺までの遍路道沿いの地域。加茂谷は、まさに鶴林寺と太
龍寺に挟まれた那賀川沿いの一帯であり、その場所に帰ってこれたことが
うれしいです。４月の移住以来３カ月がたちますが、毎日毎日どんどん加
茂谷が好きでたまらなくなっていきます。

加茂谷にある太龍寺は四国88箇所霊場の中でも特に美しく立派なお寺として
有名で、私も大好きなお寺です。「西の高野」として知られ、本堂や大師堂周辺、
弘法大師坐像のある舎心ヶ嶽にはお遍路さんや観光客が毎日訪れますが、実は
舎心ヶ嶽はもう一つあるのをご存知でしょうか？それが私のお気に入りの場所
でもある「北の舎心ヶ嶽」です。入り口はロープウェイの駅から東へ進み、龍
の天井画がある庫裏の一帯を通りすぎて山門の方へ向かう途中にあるので、ロ
ープウェイで来た人たちな

らば気づかないことも多いのでは。弘法大師坐像のあ
る「南の舎心ヶ嶽」よりはややこぢんまりとしていま
すが、はしごを登って巨岩の上に立つと、山の谷間の
向こうに加茂谷の水井地区にある歩き遍路道の入り口
付近が見通せます。とても静かで落ち着く場所なので、
どうか一度訪れてみてください。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

岩本 昌子さん
（加茂谷地区）

vol. １
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シームレス民泊の実現を
めざして

新野町で、普段は歩き遍路客などの民泊に、災害
時は快適な避難所となる「シームレス（つぎめの
ない）民泊」の整備を行う、「新野シームレス民
泊推進協議会」の会合が新野公民館で開催されま
した。会議には、地元住民や市県職員など約50
人が出席し、民泊や避難所運営について話し合い
ました。推進協議会は今後も会合を重ね、シーム
レス民泊の実現をめざします。

6/10

人権の花を育てよう

花の栽培を通じて、子どもたちに生物を育てること
の楽しさや難しさ、喜びを感じてもらい、助け合い
の精神を養ってもらおうと、阿南市地域人権啓発活
動ネットワーク協議会による「人権の花運動」が、
津乃峰小学校、桑野小学校で実施されました。ケイ
トウやマリーゴールドなどの苗を受け取った子ども
たちは、みんなで協力しながらプランターに植え付
けていました。

6/８

ニュースオアシス

6/17
慌てず周りの人に相談しよう
振り込め詐欺等にご注意！

阿南警察署生活安全課課長の谷崎晴彦さんによる
「振り込め詐欺防止等について」と題した消費者
啓発講演会が、ひまわり会館で開催されました。
被害状況や対策などについて、実例を挙げて説明。
犯人は、巧妙な手口で接触してきます。詐欺の防
止方法は、「電話でお金の話は詐欺」という意識
をもち、「電話を切って、家族や警察に相談する
こと」が大切とのことです。

6/26
阿南市那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター
リニューアル記念式典が開催される

阿南市那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センターは、昭和56年
の開設以来、多くの方に利用されてきました。こ
の度、Ｂ＆Ｇ財団の助成により、全面的な修繕や
プール機能の向上が図られました。式典後は、ア
テネ、北京両オリンピックの200メートル背泳ぎ
銅メダルの中村礼子さんによる水泳教室が行わ
れ、参加した平島小学校児童92人はビート板を
使った泳法などに取り組みました。
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「認知症を理解しよう」と題した講演会が、富岡
公民館で開催されました。岩城クリニックの医師 
兼田康宏さんが、予防方法や早期診断の重要性な
どを伝えました。兼田さんは、阿南市が設置して
いる「認知症初期集中支援チーム」の専門医で、
認知症の方やその家族の早期支援に携わっていま
す。チームへのご相談は、お近くの高齢者お世話
センターへご連絡ください。

認知症の進行抑制には
早期診断が重要

7/9

北の脇海岸への進入路が整備

北の脇海岸への進入路として昨年より工事が進め
られていた「市道北の脇海岸線」が完成しました。
整備した市道は海岸まで一直線に走る延長193メ
ートルの道路で、自然環境に配慮した駐車場（普
通車69台駐車可能）も併設しています。海開き
に合わせて行われた竣工式では、関係者や地元住
民など約300人が出席して完成を祝いました。

7/1

救急治療で生命を守る
ドクターヘリ

ドクターヘリや救急医療の周知を図る「ドクターヘ
リ見学会」が加茂谷中学校で開催されました（関西
広域連合主催）。生徒は、ヘリの役割などの説明を
受けた後、実際に装備品の確認を行いました。片山
達貴さん（３年）は、「加茂谷中学校まで６～７分
で来てくれると聞いて、心強いです」と話していま
した。なお、阿南市内には、現在19カ所の離着陸
ポイントがあります。

6/29

願いよ届け！
阿南駅で七夕飾り

夏の風物詩の一つである七夕を前に、ＪＲ阿南駅
で、聖母幼稚園の園児18人（４、５歳児）が、
七夕の飾り付けを行いました。園児は、高さ５メ
ートルの笹に「おともだちとなかよくできますよ
うに」などの願い事を書いた短冊を飾り付けた後、
笹の前で合唱を披露しました。杉本蒼空くん（４
歳）は、「織姫様と彦星様の飾りを作りました。
楽しかったです」と話しました。

7/4
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　熊本、大分両県の地震被害で、本市では「阿南市地震被災地支援対策本部」を設置し対応にあたっています。被
災地支援活動では、関西広域連合徳島県支援チームの一員として熊本県上益城郡益城町で避難所運営や家屋被害認
定、健康相談などに従事し、それぞれ３日から５日間現地で支援活動を行っています。支援活動に従事した職員に、
被災地で感じたこと学んだことを綴ってもらいました。

　私たちは、徳島県保健師チームとして徳島県保健師・
市町村保健師・事務職、管理栄養士チームの徳島県管
理栄養士の計４人が、それぞれ、11班（５月20日～
24日）、13班（５月26日～30日）として、熊本県益
城町に派遣され、保健活動を行いました。徳島県保健
師チームの支援活動は、４月20日から開始されリレー
形式で切れ目なく続けられました。
　派遣当初は、避難所の健康管理が中心であり、徳島
県チームは、18カ所ある避難所のうち２カ所を担当
し、健康相談等を行いました。私たちが避難所に出向
くのは、昼間であり、避難所にいる方々は高齢者が多
く、高血圧や糖尿病等の疾病を有する方がほとんどでし
たが、プライバシーが保たれない
環境や、塩分・糖分の多い食生活
で、その症状は悪化していました。
避難所の健康管理に加え、５月
22日からは、「健康調査」という
全戸訪問も始まり、家庭訪問をし
て、お会いできた方から最近の体調や不安等を聞いて
回りました。
　避難所の健康相談・家庭訪問の後、必要に応じて、
関係機関（他職種の支援チーム）や地元の保健師に繋
ぎ、継続支援ができる取組を行いました。
　今回の活動を通して、地震という極度のストレスに
加え、避難所等での食事・環境等で、症状の悪化や体
調不良を訴える人が増加するというのは、容易に想像
できることであり、平時から疾病予防のための食事運
動等の生活習慣を身に着けておくことが、ストレスフ
ルの状態の中でも症状悪化を少しでも軽減させること
ができるのではないかと考えました。
　そのために、日頃から保健センターで実施している「保
健事業（健診・教室等）」をさらに充実し、平時から市
民の皆さまの健康保持増進に努めるとともに、今回、私
たちが被災地で学んだことを多くの方に伝えていかなけれ

ばならないと強く感じました。
　最後に、今回このように支
援活動の機会を与えてくだ
さいました関係者の方々に
感謝するとともに、被災地
の１日も早い復興を心から
願っております。家庭訪問

避難所の健康管理

平成28年熊本地震における派遣保健師
チームの活動について

阿南市保健センター
主幹　山下恵美、所長補佐　片山美寿江

　「５月末日までに家屋被害
認定（一次調査）を完了し、
り災証明書を発行する」
　益城町では、り災証明書の
申請が殺到する中、震災対応
に追われ証明書の発行のめど
が立たない状況であった。
　これに対し、政府は全国自治体に家屋被害認定に関
する派遣要請を行った。
　私たちは関西広域連合の一員として益城町での家屋
被害認定調査のため、５月21日から27日の７日間派
遣された。被害認定調査とは内閣府の定める認定基準
に基づき被害の程度を「全壊」、「大規模半壊」、「半壊」、

「半壊に至らない」に分類することである。
　町の被害状況は、県道28号を挟んだ両側の地域に
集中していた。倒壊した家屋に掲げられた「がんばろ
う熊本」の文字、離れた家族に宛てられた安否を伝え
る張り紙、渋滞する県道へ今にも倒れそうな家屋、わ
ずか３日間で震度７が２回という観測史上初の災害に
見舞われたこの町は非常に凄惨な景色であった。
　「おれの家、全壊だったよ。」調査の際、地域の案内
をしてくれた方は、疲れたようすでこう語ってくれた。
誰よりも支援が必要であるはずの人が、町のためにボ
ランティアとして活動している。そしてまた、地震発
生から現在まで指揮を執る益城町職員も、支援が必要
な被災者である。そんな状況のため、運営側も煮え切
らない思いがあったかと思うが、現場サイドでは的確
な指示・判断を行うのは非常に困難であり、各自治体
からの派遣者を十分に生かしきれなかったのも仕方な
かったのかもしれない。しかしそれは全ての被災地に
起こり得る問題である。今後予想される南海トラフ巨
大地震では、被害が広範囲となり津波被害も想定され
る。本市においても「災害に強い安全で安心なまちづ
くり」を進める中で、ボランティアや各自治体からの
支援の受け入れ、指示系統 ･ 権限など、復興へのエネ
ルギーを有効に生かせる体制を整えることも重要であ
ると感じた。
　最終日に調査本部へあいさつに訪れた際、職員やボ
ランティア一同からお礼とともに、精一杯の笑顔で送
り出された。被災地の皆さまが心から笑える日が１日
でも早く訪れることを心から願っている。

倒壊した家屋

支援を生かす難しさ

教育委員会総務課
係長　芝山将太、技術主任　八木秀幸
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　４月14日21時26分ごろ発生した大地震に伴い、関
西広域連合徳島県支援チーム第18陣として、６月６
日から10日までの間、熊本県益城町へ派遣されました。
　現地の被害状況は想像以上で、いたるところで全壊
や半壊した家屋が数多く見受けられ、あらためて被害
の甚大さに呆然とさせられました。
　活動場所は、益城町
役場の駐車場内に設置
された仮設事務所の前
にテントを設営し、そ
の中で生活支援活動に
あたりました。日中は
梅雨時期であるため湿
度が高く、熱中症対策が必要だと思いました。
　活動内容は、益城町環境衛生課が担当している損壊
家屋の公費解体・撤去（個人の所有物である被災家屋
等を益城町が代行して解体・撤去を行う制度）の申請
書を配布することで、り災証明書で全壊または大規模
半壊、半壊と判定された家屋が対象となるものでした。
実際の解体時期は具体的に決まっておらず、申請者の
中には少しでも早く解体を希望する人も少なくなく、
復興に向けていち早く被災家屋を解体・撤去する必要
があることを認識しました。
　最終日には避難所となる保健福祉センターで夕食準
備の支援活動にあたりましたが、避難所で生活されて
いる方の実情は言葉では表現できない惨状であり、被
災者のケアが早急に必要であると実感しました。今後、
災害による精神的ショック、先の見えない避難生活、
避難所での病気の蔓

まん

延
えん

等でさらなる傷病者の増加が心
配されます。さらには活動中に余震もあり、被災地の
方はまだまだ安心できないことも事実です。
　帰還した私は、益城町の大惨事に直面し、大きな自
然災害の前に人はまだまだ力が及ばないことを痛感し

ました。今後、阿南市
の職員として、地域住
民のため、災害の予防
や発生時の迅速・的確
な対応に一層の努力を
していく決意を新たに
しました。

平成28年熊本地震

被災地支援活動からのメッセージ

甚大な被害

支援活動に従事

　被災地の益城町のようす
は、１階部分が完全に潰され
た家屋、盛土ごと崩壊してい
る住宅、石垣ごと崩壊してい
る風景が、土埃のにおいとと
もにあたり一帯に広がってい
ました。テレビや新聞で見る
以上に、現地は過酷で厳しい
状況で、あらためて災害の凄まじさを感じました。
　家屋が半壊以上の方を対象に、公費で解体撤去が行
われることになり、その申請書の配布と説明を３日間
行いました。暑さのなか、数十人の町民の方が列をな
して待っていただく中で、延べ1,300人以上の方に説
明をしました。熊本の暑さは気温・湿度とも非常に厳
しく、申請書を取りに来る町民の方も、私たちもとに
かく暑く、ついには私自身が熱中症の影響なのか、も
うろうとして最後は力が出なくなりましたが、自分に
今できることはこれしかないと思い、なんとかやりき
ることができました。
　益城町職員の方によると、地震による混乱で町役場
の機能をほぼ消失してしまい、機能回復に非常に時間
を要したとのこと。また、益城町民の方にもお話を伺っ
たところ、家族や親しい人の死、家や土地といった財

産を失くしてしまった喪失感
や悲しみは大きな心の傷と
なっており、涙を流されてい
ました。今回、公費解体や避
難者への食事配布に従事し、
被災現場を目の当たりにする
ことで、地震災害の悲惨さや
避難生活の苦しさをその一端

ではありますが、肌で感じとることができました。
　間もなく震災２カ月が経過し、仮設住宅の提供も進
められていますが、いまだ7,000人以上の方が避難生　　
活を続けられており、復興にはまだまだ時間が必要だ
と感じます。被災地の皆さまが１日も早く生活再建し、
熊本県内の観光地に再び多くの方が訪れるようにな
り、かつてのように活気あふれる熊本県にもどること
を願いつつ、このような仕事に携われたことに感謝し、
私の報告とさせていただきます。

町のようす

支援活動に従事

熊本県益城町災害支援に参加して

納税課
係長　佐藤隆盛

熊本地震被災地への災害支援活動を
経験して

農地整備課
係長　福田耕太郎
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ハザードマップポータルサイト
（避難所等地図情報）

国⼟交通省ハザードマップポータルサイト
http://disaportal.gsi.go.jp/

⾵⽔害のときの避難場所などを地図にしたものです。
⾃分の住んでいる地域に想定される浸⽔被害が
事前にわかるシステムが新しくができました。

国⼟交通省地点別浸⽔シミュレーション
検索システム（浸⽔ナビ）

http://suiboumap.gsi.go.jp/

お問い合わせは 防災対策課（☎22-9191）
国⼟交通省四国地⽅整備局那賀川河川事務所 調査課（☎22-6461）へ

PCから → http://www.river.go.jp/
スマホから → http://www.river.go.jp/s/
携帯から → http://i.river.go.jp/

⼤⾬時に川の⽔位・⾬量・ダムの放流量などがリアル
タイムでわかるシステムがリニューアルされました。

地点別浸⽔シミュレーション
検索システム(浸⽔ナビ)

閲覧できる情報

那賀川防災情報メール配信サービス
http://nakagawa-mlit.go.jp/bosai/

那賀川・桑野川の⽔位情報や
⻑安⼝ダムの放流量をメールで
お知らせします。

☑クリック

☑クリック

☑クリック

☑クリック

川の防災情報 那賀川防災情報メール配信サービス

(16)

問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）または
　　　　　　　国⼟交通省四国地方整備局那賀川河川事務所調査課（☎22－6461）へ

那賀川・桑野川
風水害の防災情報

●シリーズ

豆 知 識 ⒃
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問い合わせは 　文化振興課 （☎22－1798）へ　※8:30～17:15／土・日・祝日を除く
　　　　 　　　ＮＨＫ徳島放送局 （☎088－626－5970）へ　※9:30～18:00／土・日・祝日を除く

※ご応募の際にいただいた情報は、選出・抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使わ
せていただくことがあります。

その他　予選会は入場自由です。ただし、満席の場合は入場制限をすることがあります。

●観覧者募集　入場無料
申込締切日　９月23日㈮（必着）
申込方法　「郵便往復はがき（私製を除く）」に必要事項を

記入のうえ、NHK徳島放送局「のど自慢」
観覧係へ。（右記参照）

※応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（１枚で２人
入場可）を、落選の方にはその旨をお伝えするご案内を、
10月７日頃に発送します。

※満１歳以上のお子さまから入場整理券が必要です。
※インターネットオークションなどでの売買を目的としたお申込みは、固くお断りします。
　なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

●出場者募集
対象　中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方

（中学生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。
保護者の名前と電話番号も記入してください。）
申込期限　９月２日㈮（必着）
申込方法　「郵便往復はがき（私製を除く）」に必要事項を

記入のうえ、NHK徳島放送局「のど自慢」
出場係へ。（右記参照）

※申込み多数の場合は選出のうえ、250組の方に前日（10
月22日㈯）に実施する「予選会」の案内を、落選の方にはその旨をお伝えするご案内を、10月７日頃に発送します。

※応募は、１人（１グループ）１通に限ります。
※グループの場合は出場者全員の名前（ふりがな）・年齢・性別・職業を記入のうえ、代表者がお申し込みください。
※応募後の曲目の変更、およびグループのメンバー変更はできません。

日時　10月23日㈰　11:45～13:30（予定）　開場　11:00　　　
〈予 選 会〉10月22日㈯　受付開始　11:00　開会　11:45　結果発表　17:15（予定）
〈放送予定〉10月23日㈰　12:15～13:00（生放送）〈総合テレビ・ラジオ第一・国際放送〉
　　　　　　※放送日時は変更になることがあります。
場所　市民会館
出演　予選を通過した20組のみなさん
　　　〈ゲスト〉伍代 夏子、水谷 千重子
　　　〈司　会〉小田切 千アナウンサー
主催　阿南市、ＮＨＫ徳島放送局 伍代 夏子 水谷 千重子

阿南市とＮＨＫ徳島放送局では、阿南市合併10周年を記念して、ＮＨＫのど自慢を開催します。出場また
は観覧を希望される方は、次の要領でお申し込みください。多くの皆さんのご応募をお待ちしています。

阿南市合併10周年記念事業

「ＮＨＫのど自慢」 出場者 ・観覧者募集

“明るく！　楽しく！　元気よく！”

郵便往復はがき

郵便往復はがき
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あなんカルチャー
子どもから大人まで幅広く楽しめるアニメソング、ク
ラシック、演歌などを予定しています。
日時　９月４日㈰　14:00開演予定　
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場整理券配布開始日　８月４日㈭
入場整理券配布場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、各住民センター、図書館ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	あなんサマーコンサート「徳島県警察音楽隊演奏会」
　	入場整理券を８月４日㈭から配布します

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
に
つ
い
て
説
明
後
、

流
星
群
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

　

並
行
し
て
大
型
望
遠
鏡
に
よ
る
土
星
な
ど
の

観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分

対
象　
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
必
須
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
催
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
時
は
中
止
（
午
後
６
時
頃
判
断
）
し

ま
す
。

公募による出演者がグランドピアノ「スタインウェイ」
を演奏します。
日時　８月27日㈯、28日㈰　11:00開演予定
※出演者数により開演時間を変更する場合があります。
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　無料 
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	第１７回みんなでピアノ物語

応募資格　　
①大学および短期大学の音楽科を卒業された方
②演奏活動を継続している団体（20歳以上）

演奏種目　器楽、室内楽、声楽
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法　原則として音響機器を使用しない自然音　
演奏時間　15分程度
参加費　応募資格①の場合　１人3,000円、応募資格

②の場合　１団体3,000円＋団員数×1,000円
申込方法　出演申込書（文化会館備え付け）を持参ま

たは郵送してください。
申込締切日　８月31日㈬
申込み・問い合わせは　〒774-0030富岡町西池田
135番地１　文化会館（☎21－0808）へ

■	第１４回夢ホールコンサート出演者募集！
　	（12月17日㈯、18日㈰開催予定）

お妃役で徳島県出身の瀬戸内美八さん出演！
日時　９月17日㈯　14:00開演（13:30開場）　　
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席自由　
　　　　一般　1,000円（当日1,500円）
　　　　高校生以下　500円（当日700円）
※この公演の入場料は宝くじの助成により特別料金に

なっています。
※３歳未満ひざ上無料です。ただし、席が必要な場合

は有料です。
※無料託児室を開設します。（10カ月～ 3 歳）ご希望

の方は、１週間前までに文化会館へご連絡ください。
チケット販売場所　文化会館、アピカ、平惣（阿南セ
ンター店・羽ノ浦国道店・小松島バイパス店）、小松
島市ミリカホール
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	阿南市合併10周年記念事業　宝くじ文化公演
　	ミュージカル	白雪姫　
　	〜心いっぱいに幸せの花を咲かせよう！〜

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札（
六
）

赤
穂
藩
の
藩
札
処
理

　

浅あ
さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り

野
内
匠
頭
長
矩
の
殿
中
刃
傷
に
よ
り
、

長
矩
は
即
日
切
腹
、
赤
穂
藩
は
改
易
（
取

り
潰
し
）
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
「
忠
臣
蔵
」
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　

城
代
家
老
・
大お

お
い
し
く
ら
の
す
け
よ
し
お

石
内
蔵
助
良
雄
は
吉
良

上
野
介
の
首
を
討
ち
取
り
「
赤
穂
義
士
」

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
藩
札
処
理

で
も
名
を
残
し
た
。

　

良
雄
は
開
城
に
際
し
て
一
万
九
〇
〇
〇

両
の
藩
札
を
正
貨
と
引
き
換
え
さ
せ
た
。

札
座
奉
行
・
岡お

か
じ
ま
や
そ
う
え
も
ん

島
八
十
右
衛
門
に
命
じ
府

庫
の
銀
高
を
調
べ
さ
せ
、
領
民
に
対
し
て

六
分
の
割
合
で
引
き
換
え
さ
せ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
真
山
青
果
は
書
い

て
い
る
。

　
「
元
禄
十
四
年
三
月
下
旬
の
あ
る
日
、

大
石
屋
敷
に
良
雄
と
中
小
姓
札
座
奉
行
・

岡
島
八
十
右
衛
門
と
家
老
・
大
野
九
郎
兵

衛
が
集
ま
っ
た
。

大
石　
浜
の
者
が
騒
ぎ
立
て
る
の
は
無
理

も
な
い
。
家
老
か
ら
浜
方
へ
伝
え

る
よ
う
。

岡
島　
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。

大
野　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
借
用
を
申
し
込

ん
だ
が
、
皆
断
ら
れ
た
。

大
石　
御
台
様
の
御
実
家
・
三
次
の
返
書
は
。

大
野　
銀
の
事
は
心
配
す
る
な
。
と
に
か

く
領
内
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が

大
事
じ
ゃ
と
の
こ
と
。

大
石　
大
名
家
の
断
絶
に
は
決
し
て
仕
合

わ
せ
は
な
い
。
六
分
い
や
八
分
は

与
え
な
い
。

大
野　
四
分
、
五
分
払
い
な
れ
ば
御
の
字

じ
ゃ
。

大
石　
私
の
調
べ
で
は
六
分
払
い
は
出
来
る
。

大
野　
五
分
、
い
や
四
分
で
よ
い
。

大
石　
そ
れ
は
い
か
ん
。

大
野　
な
ぜ
な
ら
ん
の
か
。」

阿
波
藩
札
の
発
行

　

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
徳
島
藩
は
豪

商
魚と

と
や
ち
ょ
う
ざ
え
も
ん

屋
長
左
衛
門
、
寺
沢
六
右
衛
門
両
名

を
座ざ

も
と
に
ん

本
人
と
し
て
淡
路
両
国
通
用
の
銀
札

を
発
行
し
た
。

　

藩
臣
・
安
富
丞
右
衛
門
の
手
紙
に
、
松

平
淡
路
守
（
第
七
代
藩
主
・
宗む

ね

員か
ず

）
が
幕

府
勘
定
奉
行
へ
差
し
出
し
た
届
書
に
、
銀

札
発
行
は
元
和
元
年
十
一
月
と
な
っ
て
い

る
。
延
宝
九
年
に
元
和
元
年
と
改
元
さ
れ

て
い
る
が
、「
延
宝
八
年
札
」
が
現
存
し

て
い
る
以
上
、
発
行
は
延
宝
八
年
と
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　
『
阿
波
志
』
に
「
紙し

し
ょ
う
し
ょ

鈔
所
（
藩
札
役
所
・

印
刷
所
）
在
塀
浦
（
裏
）
元
和
元
年
十
一

月
、
始
造
紙
鈔
、
魚
屋
長
左
衛
門
・
網あ

ぼ
し干

屋や
じ
ん
う
え
も
ん
し
ょ
う
し

甚
右
衛
門
掌
之
」、「
宝
永
四
年
十
一
月

停
、
享
保
十
五
年
十
一
月
再
造
、
魚
屋
長

左
衛
門
・
寺
沢
六
右
衛
門
掌
之
」
と
あ
る
。

　

延
宝
九
年
九
月
改
元
に
よ
り
元
和
元
年

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
延
宝
九
年
札
、

元
和
元
年
札
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。

座
本
人

　

座
本
人
は
札
元
あ
る
い
は
藩
札
引
受
人

と
も
い
う
。

　

初
め
て
出
さ
れ
た
延
宝
八
年
の
座
本
人

は
魚
屋
と
寺
沢
で
あ
る
。
享
保
の
解
除
令

に
よ
り
新
札
が
発
行
さ
れ
た
。
新
札
が
流

通
す
る
ま
で
延
宝
札
の
裏
面
に
享
保
の
文

字
を
押
印
し
て
い
る
。
発
行
に
際
し
、
座

本
人
と
な
っ
た
の
は
、
魚
屋
長
左
衛
門
と

網
干
屋
甚
右
衛
門
で
あ
る
。
網
干
屋
が
座

本
人
で
あ
っ
た
期
間
は
短
い
。　

（
続
く
）

　

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
「
阿
波
貨
幣
史
」

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

115

延
宝
札

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
夜
間
観
望
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
は
土
星
や
七
夕
の
星
を
中
心
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８
時
～
、

９
時
～
（
１
日
３
回
）

※
悪
天
候
時
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20
分
～
、

土
、
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（無

料
）

　

夏
休
み
中
の
毎
日
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
投
映
時
間
は
約

30
分
で
す
。

内
容　
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
、
天
の
川
に
ま

つ
わ
る
お
話
に
つ
い
て
」

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
、

29
日
㈪
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の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
の
で
、

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
子
育
て
が
楽

し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同

じ
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
と

何
気
な
い
会
話
や
子
ど
も
の
話
が

で
き
る
の
も
楽
し
か
っ
た
。
月
齢

も
近
い
た
め
、「
首
が
す
わ
っ
て

き
た
ね
」、「
こ
の
間
よ
り
腹
ば
い

が
上
手
に
な
っ
て
る
」
な
ど
、
共

に
成
長
を
喜
び
合
っ
た
り
、「
あ

と
１
カ
月
す
る
と
わ
が
子
も
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん

だ
」
と
子
ど
も

の
成
長
を
楽
し

み
に
思
え
た
り
、

〝
子
育
て
っ
て

い
い
ね
〟
を
み

ん
な
で
共
有
で

き
た
。

　

こ
の
０
歳
時

期
に
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
、

た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
て
育
っ

て
い
く
中
で
、
人
間
関
係
の
土
台

〝
人
っ
て
い
い
な
〟
の
思
い
が
膨

ら
ん
で
い
く
と
思
う
。
今
回
の
取

組
が
今
後
も
続
い
て
い
き
、
た
く

さ
ん
の
人
が
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
子
育
て
で
き
る
環
境
が
も
っ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
藤
岡
幸
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

 

小
畑　

定
弘

雌め

蕊し
べ

ふ
る
桜
花
の
下
を
君
と
来
て
視
線
揺
れ
あ
う
ぎ

こ
ち
な
き
ほ
ど

入
選　
　
　
　
　
　

 

松
島　

博
子

沖
縄
に
「
ざ
わ
わ
ざ
わ
わ
」
と
風
が
吹
く
安
倍
総
理

よ
聞
け
こ
の
反
戦
歌

入
選　
　
　
　
　
　

 

宮
本
久
美
子

好
き
だ
と
も
言
え
ず
学ま

な

舎び
や

去
り
し
君
春
の
星
座
に
面

影
た
た
す

入
選　
　
　
　
　
　

 

島
尾　
　

妙

恋
人
と
肩
寄
せ
写
真
に
お
さ
ま
っ
て
ま
る
で
ア
リ
エ

ル
ビ
キ
ニ
の
あ
な
た

入
選　
　
　
　
　
　

 

松
本
加
代
子

家
が
あ
り
裏
山
が
あ
り
澄
む
空
が
あ
り
わ
が
し
あ
わ

せ
の
条
件
そ
ろ
う

入
選　
　
　
　
　
　

 

吉
永
賀
代
子

ゲ
ー
ム
熱
諍い

さ
か
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  9日㈫ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

８月の巡回日程

阿南市立図書館だより
８月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

⼟日は17:00まで
休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00
　※第２木曜日はお休みです。  

日時　８月21日㈰　10:30 ～11:30　
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
内容　紙芝居・しかけ絵本で楽しく！「海にしずんだおに」
　　　大型絵本「海の100かいだてのいえ」
　　　絵本シアター「ひまわりさん」、折り紙ほか

「阿南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン」の取組がスタートし、
その一環として図書館の相互利用が始まっています。阿南市に住
んでいることが証明できるもの（運転免許証・健康保険証等）が
あれば、貸出カードを作ることができます。

【那賀町】　木頭図書館　場所　木頭和無田字マツギ40番地
　　　　　開館　月〜土曜日　9:30〜18:00（☎0884−68−2226）

【那賀町】　鷲敷図書室　場所　和食郷八幡原23番地1
　　　　　開館　水〜日曜日　9:00〜12:00　13:00〜16:00
　　　　　（☎0884−63−0117）

【美波町】　日和佐図書・資料館　場所　奥河内字弁才天5番地1
　　　　　開館　火〜日曜日　10:00〜18:00　※土、日曜日は17:00まで
　　　　　（☎0884−77−2733）

入場無料

阿 南 図 書 館 発
8 月のイベント 夏休みおたのしみ会

ご存知ですか？阿南市民でも
那賀町、美波町の図書館が利用できるんです！

Let’s enjoyとしょかんライフ
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硬式テニス初心者講習会
対象　高校生以上で、未経験者、初心者お

よび初級者
日程　８月20日㈯、27日㈯、９月３日㈯、

10日㈯、17日㈯、24日㈯（全６回）
19:00～21:00

場所　徳島県南部健康運動公園
　　　テニスコート
定員　20人（先着）
参加料　4,000円（６回分。保険料含む）
申込方法　８月13日㈯までに氏名、住所、

生年月日、電話番号を記入のう
え、電子メールでお申し込みく
ださい。

※貸しラケットあります。

問 阿南市テニス協会初心者講習会
責任者　田中（☎080－3164－6271）へ
e-mail:anan.tennis@gmail.com 

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科
▶電気設備技術科（６カ月）
▶住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　10月３日㈪～３月30日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など(選考あり)
受講科　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　８月１日㈪～９月５日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

地域と共生する
杜のホスピタル
文化活動
●マンドリンコンサート
日時　８月４日㈭　14:00～
場所　杜のホスピタル　OTホール
出演　羽ノ浦中学校マンドリン部
●ゆく夏をJAZZ で
日時　8月24日㈬　14:00～
場所　杜のホスピタル　OTホール
出演　藤本　忍＆エモーション
※催しはすべて入場無料です。
問 医療法人杜のホスピタル　リハビリテー
ション課　石川（☎22－0218）へ

日本女性会議2016秋田大会の
ご案内
日程　10月28日㈮～30日㈰
費用　大会参加費　3,500円
　　　交流会費　5,000円
申込締切日　8月25日㈭
問 日本女性会議2016秋田実行委員会事務局
（☎018－888－5650・
FAX018－888－5651）へ

B&GセンターのPR映像や
ポスター作品を募集
「B＆G PR大賞」として、海洋センターや
クラブをPRする作品を募集します。
テーマ　「海洋センター・クラブ自慢」
部門　①PR映像　
　　　②キャッチコピー入りポスター
賞　①最優秀賞１点（副賞10万円）、優秀
賞10点（副賞２万円）②最優秀賞１
点（副賞３万円）、優秀賞10点（副賞
１万円）

※審査結果は平成29年１月中旬に発表
募集期間　８月１日㈪～10月21日㈮
※応募方法等くわしくは、「B＆G財団」ホ
ームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。

問 スポーツ振興課 （☎22－3394）へ

商業活性化セミナー
「お客さま」「お店」「地域」
三方よしの得する街のゼミナール
第 6 回阿南まちゼミ受講者募集
阿南市内の各商店の店主やスタッフが講師
となり、プロならではの専門的な知識や情
報・コツを無料で受講者に伝える少人数制
のゼミナール「阿南まちゼミ」を開催しま
す。ぜひ、ご参加ください。
開催期間　８月８日㈪～９月30日㈮　
申込期間　8月1日㈪～受付開始
※折り込みチラシをご覧のうえ、各店舗に
電話でお申し込みください。
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

動かせ心、つなげ人、地域の輪になるスポーツクラブ
総合型地域スポーツクラブ
長生スポーツクラブ参加者募集！
みんなでつくるスポーツクラブ
教室案内　▶ジュニアバレーボール（毎週
木曜18:00～20:00、 毎週土曜9:00～
11:30）▶ソフトバレーボール（毎週火曜
17:30～19:00）▶一般・ママさんバレー
（毎週火曜20:00～22:00）▶卓球（毎週
日曜9:00～12:00）
場所　長生小学校体育館
対象　どなたでも参加できます
問 秋本（☎090－3460－3409）または
スポーツ振興課（☎22－3394）へ

夢ホール
市民協議会
夢つくりあなん
からのお知らせ

●ボランティアの募集
夢ホールで行う夏のイベントをお手伝いく
ださい。
対象　高校生以上の方
日時　８月27日㈯、28日㈰　11:00～16:00
場所　文化会館　夢ホール、ホワイエ
内容　▶みんなでピアノ物語（アナウンス

と花束渡し係）▶手工芸品チャリテ
ィーマーケット（レジ係と募金受付）

募集人数　各日５人程度
●手工芸品チャリティーマーケット
ハンドメイド作品の展示販売。売り上げの一
部は「24時間テレビ」募金に寄付します。一
点もののかわいい作品を見つけてください。
日程　８月27日㈯、28日㈰　12:30～15:30
場所　文化会館　ホワイエ
内容　つまみ細工、陶芸、布小物、アクセ

サリー、消しゴムはんこ、トールペ
イント、畳へりバッグ、和服リフォ
ームなど

問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会夢つく
りあなん（☎23－5599）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

自衛官採用試験案内

自衛官候補生
（任期制自衛官

のコース）

一般曹候補生
（部隊の中核となる自

衛官を養成するコー
ス）

航空学生
（海･空自衛隊のパイ

ロットを養成する
コース）

身　　分 特別職国家公務員

応募資格 18歳以上27歳未満の男女 高卒、21歳未満の男女

受付期間 ９月８日㈭まで（志願書類の提出）

試 験 日 男子９月中旬頃
女子９月下旬頃

１次試験
９月16日㈮ ･17日㈯の

１日

1次試験
９月22日㈭

試験会場 各種目とも徳島航空基地（徳島県板野郡松茂町）で実施します。

採用説明会を８月６日㈯10:00から阿南地域事務所（富岡町内町164内町会館
１階）で実施予定です。事前に電話予約が必要です。

問 自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。10月号の締め切りは８月31日㈬です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

平成28年度
国家公務員採用試験 
採用試験のうち、８月から受け付けする試
験を掲載しています。
院卒者試験・大卒程度試験
総合職試験【大卒程度試験（教養区分）】
受付期間（インターネット）
８月３日㈬～22日㈪
第１次試験日　９月25日㈰
高卒程度試験
▶気象大学校学生
▶海上保安大学校学生
受付期間　
●インターネット　８月25日㈭～９月5日㈪
●郵送または持参　８月25日㈭～29日㈪
第１次試験日　10月29日㈯、30日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

赤ちゃんとママのふれあい講座
開催日　８月５日㈮
●親子のふれあいベビーマッサージ教室
赤ちゃんとふれあって楽しくコミュニケー
ションをとりましょう！
時間　10:00～10:45
●赤ちゃんのお肌を健やかに♪
　ベビースキンケア教室
０歳から始める紫外線対策！赤ちゃん用日
焼け止めクリームの選び方もお伝えします。
時間　11:00～11:45

〈共通事項〉
対象　０～２歳までの親子５組
場所　那賀川社会福祉会館２階
参加費　1,500円
持参物   赤ちゃんの飲み物（母乳可）、バ

スタオル1枚
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　（☎24－8710）へ

くらしのサポーター募集中！
行政から発信される消費者情報を周りの消
費者（家族、友人、近所や職場など）に広
めたり、周りの消費者の相談を行政につな
ぐなどのボランティア活動をする18歳以
上の方と団体を募集しています。
問 徳島県消費者情報センター
張、長谷（☎088－623－0612）へ
（水曜日、祝日、年末年始を除く）
http://www.pref.tokushima.jp/shohi

たちばな海遊祭り
日時　８月７日㈰　10:00～14:00
場所　中浦緑地公園（橘町）
内容　ぴちぴちつかみ取り（魚がなくなり

次第終了）、橘湾クルーズ（橘湾内
を約１時間周遊／料金：大人1,000
円・子ども500円／定員になり次第
締め切り）、○╳クイズ（豪華景品
有り）、ステージイベント、模擬店
など

問 たちばな海遊祭り実行委員会
　 森本（☎090－3185－2850）へ

簿記講座受講者募集
中小企業の健全経営に向けての講座です。
日程　９月７日㈬～12月21日㈬の期間
　　　原則毎週水曜日　18:30～20:30
場所　阿南商工会議所　研修室
対象　初めて簿記を学ぶ方等
内容　日商簿記3級程度
定員　30人
受講料　毎月3,000円、申込金10,000円
※一定の要件を満たせば、申込金を返金
申込締切日　8月19日㈮
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

中国語教室参加者募集 
日程　９月１日㈭から毎週木曜日　
　　　19:00～21:00
場所　富岡公民館　小会議室
内容　中国語　初級講座
参加費　１カ月3,000円
申込方法　電話または電子メールでお申し

込みください。
※英語教室、日本語教室の参加者も随時募
集しています。
問 阿南市国際交流協会（☎44-6652）へ
e-mail:himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

働き方・休み方改善コンサル
タントのご案内
徳島労働局雇用環境・均等室では、「働き方・
休み方改善コンサルタント」を配置し、労
働条件の改善を図りたい事業主等の相談に
無料で応じています。
労働時間制度の活用や日々の業務を見直し
て無駄な残業を削減し、法律の規定を活用
した年次有給休暇の取得推進などを行い、
ワークライフバランスを改善することで、
労働者が働きやすくなり、優秀な人材の採
用や確保がしやすくなるほか、企業に活力
が生まれることで、業績が改善することを
期待できます。
問 徳島労働局　雇用環境・均等室
　（☎088－652－2718）へ

阿南高専公開講座
折り紙博士の折り紙講座

（上級者向け）
対象　中学生以上の方
日時　10月２日㈰　10:00～16:00
場所　阿南高専　視聴覚教室
受講料　2,700円（テキスト、材料費を含む）
定員　20人（先着順）
申込期間　８月16日㈫～26日㈮
申込方法　申込期間中に、電話でお申し込

みください。
問 阿南工業高等専門学校総務課
企画情報係（☎23－7215）へ
※土、日曜日を除く8:30～17:00

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　８月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

８月は「電気使用安全月間」です

水気のあるところで使う洗濯機、衣類乾燥
機、食器洗い機、屋外で風雨にさらされる
エアコンの室外機、庭園灯、高電圧の電気
を使う電子レンジなどには、必ずアース線
を取り付けましょう。
アース線は、電気機器が万一漏電したとき、
漏れた電気を大地に流してくれるので、感
電の危険が減少できます。
問 一般財団法人四国電気保安協会
徳島支部（徳島南事業所）
（☎22－8177）へ

YMCA イベント
参加者募集
●夏のわくわくキッズキャンプ
　「夏だ！海だ！マリンスポーツ！」
カヤックやカヌーで大きな海で大冒険！お
友達と一緒にキャンプをしよう！
日程　８月22日㈪～23日㈫（１泊２日）
対象　小学１～６年生（定員：25人程度）
参加費　11,340円（現地集合解散）、

12,420円（道の駅「なかがわ」
集合解散）

申込方法　電話でお申し込みください。

問 YMCA阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ
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健康いきいき情報

 献血にご協力ください（８月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

  2日㈫ 阿 南 市
消 防 本 部 辰巳町   9:30～10:30

29日㈪

㈱ シ ャ イ
ネ ッ ク ス 大潟町   9:40～10:40

新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

集団の胃がん・肺がん検診等
※受付は予約者が優先されます。検診日２
週間前までに総合健診センター（☎088－
678－3557）へお申し込みください。
検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、

大腸がん（要予約）、肝炎ウイ
ルス検診

検診日程
８月23日㈫　椿泊漁協
９月  6日㈫　ひまわり会館★
　　27日㈫　ひまわり会館★
★印の会場のみ、歯周疾患検診を実施。
受付時間　8:00～11:00
※くわしくは広報あなん７月号または、が
ん検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診
検診内容　乳がん、骨粗しょう症検診、子

宮頸がん検診（午後のみ）
※乳がん検診のみ要予約（保健センター☎
22－1590）
※順次予約が入っていますので、予約の状
況は、保健センターへお問い合わせくだ
さい。

検診日程
８月20日㈯　那賀川社会福祉会館
　　31日㈬　羽ノ浦公民館
受付時間　9:00～10:00、13:00～14:30

問 保健センター（☎22－1590）へ

熱中症を予防しましょう
今年は熱中症が６月下旬から急増し、９月
も残暑が予想されます。ご自身の体調変化
に注意するとともに、周りの人にも気を配
り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘や帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調
整

このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。
高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協
力して熱中症予防を呼びかけあいましょ
う。
・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように。

問 保健センター（☎22－1590）へ

日本脳炎予防接種について
〈第１期〉
対象者　生後６カ月から７歳６カ月未満ま

で３回接種
接種間隔　６～28日の間隔をあけて１回

接種、その後おおむね１年の間
隔をおいて１回接種

※３歳になる月に予診票を送付していま
す。

〈第２期〉
対象者　９歳から13歳未満までに１回接種
※小学４年生に予診票を送付しています。

日本脳炎予防接種の対象年齢
を拡大しています

平成17年度から平成21年度にかけて接種
勧奨の差し控えにより、接種の機会を逃し
た方へ接種できるようになっています。
①特例対象者　
　平成８年４月２日生～
　平成19年４月１日生
接種期間　20歳の誕生日前日まで

②平成28年４月からの対象者　
　平成19年４月２日生～
　平成21年10月1日生
接種期間　9歳から13歳未満まで

①と②の対象者の接種回数　
第１期３回、第２期１回の未接種分が接種
できます。
※対象年齢で未接種の方は主治医に相談の
うえ、委託医療機関で接種してください。

※予診票を紛失された方は再発行できま
す。母子健康手帳をお持ちのうえ、保健
センターまでお越しください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　８月25日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館2階 ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

ザ・男の料理教室
日時　８月30日㈫　10:00～13:00
場所　ひまわり会館3階　グルメルーム
対象　市内在住の40歳以上の男性
定員　20人（申込順）
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
申込締切日　８月23日㈫

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【８月の休館日】
1日㈪、8日㈪、17日㈬、22日㈪、
29日㈪
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８月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  4日㈭　助産師さんの育児相談
10日㈬　園庭開放
18日㈭　おはなしのポケット
　　　　 身体計測
25日㈭　お誕生会

◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30〜12:00
 14:00〜15:30

  2日㈫　水あそびをしてみよう
  9日㈫　作ってみよう（手作りうちわ）
10日㈬　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
16日㈫　みんなであそぼう
18日㈭　子育て講座
23日㈫　おはなしだいすき
30日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00〜14:00

  2日㈫　ミュージックケア　※要予約
  9日㈫　おはなしのポケット
23日㈫　仁木助産師による子育て講座
30日㈫　お誕生会

◇毎週木曜日にプールをします。（着替えや
タオル等の用意をお願いします。）

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00〜14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
5日㈮、9日㈫、19日㈮、23日㈫、
30日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

  2日㈫　プール遊び
  9日㈫　作って遊ぼう
19日㈮　おはなしを聞こう
26日㈮　楽しく遊ぼう
30日㈫　お誕生会

◇うたって遊ぼう　
　５日㈮、16日㈫、23日㈫

お盆休み　８月12日㈮～15日㈪
　　　　　※16日㈫から開所します。

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

（※＝要予約）
※８月10日㈬～16日㈫は臨時休園となり
ます。
  4日㈭　ファミサポ「にじいろ阿南」
  5日㈮　高齢者とのふれあい会※
  8日㈪　発育計測・健康相談
19日㈮　ミュージックケア乳児※
22日㈪　発育計測
24日㈬　お誕生会
25日㈭　ミュージックケア幼児※
26日㈮　おはなしコロリン

※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

●ファミサポさんの“ にじいろあなん”
　交流会

那賀川子育て家庭支援センター（おひさま
ひろば）にて「ももたろう」の劇をします。
登録出張会も開催します。
日時　８月４日㈭　11:00～12:00
場所　那賀川子育て家庭支援センター
　　　（おひさまひろば）

●ファミサポ会員研修会
“夏の工作・いろいろな
竹とんぼを作って遊ぼう”

夏休みに親子で楽しめる工作をしませんか。
阿南市の特産品の竹を使って世界にひとつ
だけの竹とんぼを作ります。
日時　８月９日㈫　10:30～12:00
場所　阿南市社会福祉会館5階
定員　親子20組
参加費　無料
申込締切日　８月８日㈪
※要申込み

●絵本の読み聞かせと
　帽子のマグネット作り
　研修会

絵本の読み聞かせを行います、絵本に出て
くる帽子を作ってみましょう。
日時　８月23日㈫　午前の部10:00～

午後の部13:30～
場所　阿南市社会福祉会館5階
定員　各回８組（先着）
参加費　無料　
申込締切日　８月22日㈪
※要申込み

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550) へ

阿南ファミリー・サポート・センター

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　８月26日㈮、９月２日㈮、９日㈮、

16日㈮
      　各回10:00～12:00（４回連続講座）
場所　阿南保健所2階　大会議室
　　　（南部こども女性相談センター）
対象　講座参加時に生後２カ月～５カ月の

子ども（第１子）とお母さん
　　　（平成28年３月～６月生まれ）
定員　15組（先着）
参加費　無料
※要申込み

問 こども課
（☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

夏まつりを開催します。ぜひ親子でご参加
ください。
日時　８月20日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　ヨーヨーつり、くじびき、さかなつ

りなど
参加費　無料

問 岩城ク二リック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

て ひ ろば育子

29　広報あ な ん 2016.08



か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
そ
ば
ま
で
来
て
、「
テ

レ
ビ
で
見
た
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
が
今
、
目
の
前
に

い
る
」「
徳
島
県
か
ら
交
流
を
深
め
に
来

て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
」
と
言

わ
れ
、
現
地
の
方
々
と
思
わ
ぬ
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
ダ
ン
ス
も
披
露
し
、
と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
阿
南
町
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

会
が
催
さ
れ
、
町
長
さ
ん
は
じ
め
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
、
親

し
く
お
話
を
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
十
数
年
前
に
阿
南
市
の
子
ど
も
会
と

阿
南
町
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
町
職
員
の
方

が
、
訪
問
団
の
名
簿
で
私
の
名
前
を
見
つ

け
た
と
会
い
に
来
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

感
激
し
ま
し
た
。
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流

や
再
会
を
お
約
束
す
る
な
ど
新
た
な
一
歩

に
な
り
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
野
球
交
流
訪
問
団
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
特

に
メ
デ
ィ
ア
の
全
国
ネ
ッ
ト
の
凄
さ
を
実

感
し
ま
し
た
し
、
さ
さ
や
か
な
現
地
交
流

の
大
切
さ
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
の

応
援
団
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
」
と
し
て
、
阿
南
市
の

地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

長
野
県
上
田
市
・
阿
南
町
と
の
野
球
交
流
に
参
加
し
て

Ａ
Ｂ
Ｏ
60  

秋
本 

明
美
さ
ん
（
長
生
町
）

　

６
月
11
日
、
亀
尾
副
市
長
を
団
長
と
す

る
野
球
交
流
訪
問
団
は
、
長
野
県
上
田
市

に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
到
着
す
る
と
、

現
地
主
催
者
や
テ
レ
ビ
局
の
取
材
陣
な
ど

た
く
さ
ん
の
方
々
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
休
む
間
も
な
く
衣
装
に
着
替
え
、
お

も
て
な
し
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム
「
佐
川

サ
ッ
ポ
ロ
一
番
鶏
」
の
試
合
で
大
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
は
両
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
応
援
を
す
る
の
で
す
が
、
チ
ー

ム
へ
の
掛
け
声
も
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
お
も

て
な
し
！
」
や
、「
カ
ッ
ト
バ
セ
ー
一
番

鶏
！
」
な
ど
の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
選

手
と
一
丸
と
な
っ
た
応
援
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
は
い
よ
い
よ
全
日
本
生
涯
野
球
大
会

開
会
式
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。
入

場
す
る
各
チ
ー
ム
の
選
手
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
テ
レ
ビ
見
た
よ
」「
元
気
が
出
る
よ
」「
Ａ

Ｂ
Ｏ
60
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
」
な
ど
と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
本
番

前
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
０
０
０
人
の
野
球
愛
好
者

が
集
う
全
日
本
生
涯
野
球
大
会
開
会
式
へ
。

厳
か
に
整
列
さ
れ
た
式
場
で
、
前
に
は
全

国
の
選
手
の
皆
さ
ん
、
後
ろ
に
は
大
会
の

多
く
の
役
員
や
来
賓
の
方
々
の
中
で
、
精

い
っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。
主
催
者
や
来
賓
の
方
か
ら
も
式

典
の
中
で
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
の
応
援
団

Ａ
Ｂ
Ｏ
60
は
日
本
一
！
」
と
絶
賛
し
て
い

た
だ
き
、
阿
南
市
の
交
流
団
と
し
て
の
使

命
が
果
た
せ
た
と
感
激
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
救
護
施
設
阿
南
富
草
寮
へ

の
訪
問
交
流
の
あ
と
、
阿
南
町
の
新に

い

野の

小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
「
お
も
て
な
し

チ
ー
ム
」
と
「
阿
南
町
チ
ー
ム
」
と
の
交

流
親
善
試
合
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

応
援
の
途
中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
家
々
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334

11日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111
14日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
21日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
28日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

８月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設８月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・15・22・29日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24・31日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・23・30日

８月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

３日㈬、17日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

「小さな町で行われている、大きなプロジェクト」。椿・椿泊地区のチェーンスクールの取組は、少子化時代や遠隔地での教育モデルとし
て全国から注目を集めています。学校に入ると、児童生徒の屈託のない笑顔。これこそが、教育の成果の現れだと感じました。（谷内）
参加者を温かく迎えるボランティアの方たち。「オレンジカフェ富岡」は、その場にいるすべての方がホッと一息つくことができる憩い
の場です。会場内では、話に花を咲かせる光景があちらこちらで見受けられ、認知症を予防する１つの方法としての可能性も感じられま
した。（林）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

８月の相談

法律相談（要予約） ４日㈭、18日㈭
時 13:30〜16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 ９日㈫、23日㈫
時 9:30〜11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 26日㈮
時 14:00〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30〜16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 19日㈮
時 13:30〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日〜金曜日（祝日除く）時 9：00〜12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 １日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00〜15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ２・９・16・23・30日　時 13:00〜17:00
日 26日　時 13:00〜16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30〜15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※９月の相談日は１日です。

８月の市税
■市　県　民　税（第２期）
■国民健康保険税（第３期）
　納期限は、８月31日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税、固定資産税（全期）、市県民税（全期）の
口座振替済通知書はすでに郵送しています。市県民税（各
期）、固定資産税（各期）、国民健康保険税の口座振替済
通知書は28年度最終納期後に郵送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  28日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

人口と世帯数

人口　	75,267	 人	（−30）

（男）	36,404	 人	（−24）

（女）	38,863	 人	（−	 6）

世帯数　30,694世帯（＋16）

※平成28年６月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納　期　限
・全納期一括（８月31日㈬）
・１年一括　（８月31日㈬）
・分割納付の第１期
　　　　　　（８月31日㈬）
問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ
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認
知
症
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
り
続
け
る

－
。
こ
の
よ
う
な
社
会

を
実
現
し
よ
う
と
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
、
全
国

的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
や
専
門
職
な
ど
誰
も
が
参
加

で
き
、
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
阿
南
東
部
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
２
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
富
岡
」
を
開
設

し
、
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
か

ら
の
「
地
域
住
民
が
集
う
場
が
ほ
し
い
」
と
い
う

声
。
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
と
し
て

同
時
に
機
能
す
る
よ
う
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
に

目
を
付
け
た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

交
流
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
認
知
症
に
関
す
る
講
座

や
富
岡
婦
人
会
に
よ
る
南
京
玉
す
だ
れ
、
琴
ク
ラ

ブ
の
演
奏
、
富
岡
健
康
ま
つ
り
と
同
時
開
催
な

ど
、
毎
回
多
彩
な
催
し
で
参
加
者
を
迎
え
る
。
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、「
昔
は
縁
側
で
よ
く
話
し
た

け
ど
、
最
近
は
気
軽
に
話
せ
る
場
が
少
な
い
の

で
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
数
少
な
い
交
流
の
場
で

す
」、「
毎
回
、
近
所
の
人
を
誘
っ
て
参
加
し
て
い

ま
す
」
と
好
評
だ
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
兼
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
細
野
直
美
さ
ん
（
46
歳
）
は
、「
参
加
者

が
『
次
は
い
つ
で
』
と
尋
ね
て
く
れ
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
。
無
事
開
催
で
き
る
の
は
、
企
画
段
階

か
ら
全
面
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
富
岡
公
民
館

の
山
本
館
長
を
は
じ
め
、
富
岡
婦
人
会
や
い
き
い

き
サ
ロ
ン
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
必
要
性
が

高
ま
り
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

阿
南
市
で
は
、
認
知
症
の
方
を
早
期
か
ら
支
援

す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
急
い
で
い

る
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
取
組
が
、
行
政
や
専
門

機
関
な
ど
に
結
び
つ
き
、
認
知
症
の
方
を
含
む
す

べ
て
の
住
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
社
会
へ
と
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

次
回
は
、
８
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る
。
お
い
し

い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

問 

富
岡
公
民
館
（
☎
22

－

１
０
２
８
）

■
発
行
／
平
成
28年

（
2016年

）
8月
1日
　【
697号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

city.anan.tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿

南
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
http://w

w
w

.city.anan.tokushim
a.jp/

広
報

阿南

ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第121回

認知症の人と家族の会による講座や玉す
だれ、琴の音色で参加者をおもてなし

婦人会が作った大学芋を食べながら一息

脳トレーニングのパズルに挑戦

オレンジカフェ富岡

今回は、琴と茶道です。
「こどもお琴教室」の
生徒が爪弾くすばらし
い琴の音色を聴きなが
ら、「こども茶道教室」
がたてたお茶と和菓子
を味わいませんか。

日時　８月24日㈬　
　　　13:30 ～15:30
場所　富岡公民館
参加費　100円
※和菓子と抹茶付き
※申込不要

オレンジカフェ富岡
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